
官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 弟子屈町 

②事業名 複合型地域観光交流拠点「摩周温泉（仮）」整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

○本事業は第５次総合計画（平成 24～令和 3 年度）における商 

工業振興策の一環として、中心市街地の活性化に向けた環境整 

備と事業の創出を実現させる為のプロジェクトを平成 30年度 

町職員による旧営林署跡地の遊休地活用策の検討から始めまし 

た。これまでの経過としては令和元年度に全町民を対象とした 

アンケート調査や町・議会・関係団体代表・公募町民等 28 名 

による「中心市街地再構築全体構想町民会議」を全 7 回開催し 

町民の意向を集約し、令和 2 年 3 月に「弟子屈町中心市街地再 

構築全体構想」を策定しています。令和 2 年度はこの全体構想 

を具体化する為に令和3年度以降の事業者公募に向けた事業条 

件の詳細化を進めています。 

④サウンディングの目的 ○本事業は温浴施設を核とした地域観光交流施設の整備・運営事 

業を、官民連携によって実施することを検討しています。 

○整備・運営については設計＋指定管理方式もしくは DBO 方式

を検討しています。運営主体は民間事業者もしくは民間事業者

と行政等との出資による運営会社立ち上げを検討しています。 

○利用者については本町の若者や子育て世代を中心に、町民、町 

外の方、観光客を想定しています。 

○本サウンディングにより民間事業者の参画意欲やメリット、デ 

メリットとなる条件、サービス内容に対する意見やアイデアに 

ついて確認したいと考えており、有効と思われる提案について 

は庁内や議会等のコンセンサスを得て今年度の基本計画や次年 

度以降の公募条件に反映したいと考えております。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○サービス内容に関する意見やアイデア 

○事業参画について検討の俎上に乗る事業かどうか 

○事業参画を検討するうえで重要と考える条件 

④対話を希望する業種 1.設計    2.建設    3.不動産     



※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（温浴施設、プール、図書館のサービス及び互いに連携し

たサービス、施設の貸し出し、維持管理業務（予定）） 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（現時点では事業手法について設計＋指定管理方式もし

くは DBO 方式にて検討中。） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

○本事業では老朽化等が課題となっている公共施設の集約化も重 

要なテーマと考えており、「温浴施設（泉の湯）」「プール（川湯 

屋内温水プール）」「図書館（弟子屈町図書館）」の 3 施設の機能 

を複合化する予定です。 

○３施設は単に集約するのではなく、機能を組み合わせる事で相 

乗効果を生みだす「新たなサービス」（例：温浴施設×ラウンジ 

・カフェ×本）を利用者に提供し、本施設が「人々を惹きつけ、 

一日過ごせる居場所を作り、コミュニティの醸成や友人との大 

切な時間、学び・気づきの獲得を実現するとともに、地域の経 

済活動を活性化し、外貨獲得にも資すること（「弟子屈町中心市 

街地再構築全体構想」より）」を目的とします。 

○3 施設以外に前述の目的を達成する為に想定している機能とし 

ては、３施設を繋ぐゆったりくつろげるサードプレイスの機能 

を持つラウンジやカフェ、イベントスペース等がありますが事 

業者からのアイデアにより基本構想と合致し効果的と思われる 

ものは取り入れたいと考えております。 

④現状及び課題 ○集約化を予定している既存３施設の現状については資料「弟子 

屈町中心市街地再構築全体構想」を参照してください。 

○中心市街地の活性化、コンパクトシティ化の為に本施設のみで 

完結するのではなく、本施設が中心となり周囲へ波及効果（経 

済、コミュニティ、滞留・交流人口の増）が生まれる取り組み 

を積極的に取り入れたいと考えております。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

○利用者のターゲットは本町の若者や子育て世代を中心に考えて 

おります。加えて町民や町外の方、観光客が広く利用する事で 

外貨を稼ぎ持続可能な運営を構築することを期待します。 

○事業手法は設計＋指定管理方式もしくは DBO 方式で検討して 

おり施設は弟子屈町が所有する予定です。 

⑥事業スケジュール（予 令和２年度（２０２０） 事業条件の詳細化 



定）             基本計画の議会・町民への説明 

            基本計画の策定 

令和３年度（２０２１） 公募条件の整理 

            募集要項の公表 

            事業者の募集、選定、契約 

令和４年度（２０２２） 基本設計・実施設計 

令和５年度（２０２３） 建設工事・竣工 

令和６年度（２０２４） 供用開始 

 

※最短スケジュールを記載しており、補助事業の進捗状況や町の

財政事情によりスケジュールが繰り延べる場合があります。 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 川上郡弟子屈町中央 1 丁目 13-1、13-3、13-2 

○敷地隣接道路 

北側 町道弟子屈北 1 条東 1 丁目線 

東側 町道弟子屈北 1 条東 1 丁目線 

南側 道道 53 号鶴居弟子屈線 

西側 道道 717 号札友内弟子屈停車場線※ 

※下記③民間所有地を含めた場合 

●詳細は資料１・２・４参照 

②敷地面積 ①川上郡弟子屈町中央 1丁目 13-1 宅地 

 6,828.59 ㎡ 町有地 

※敷地北及び東は２m程度下がる斜面になっており北には小規模

の池があります。 

②川上郡弟子屈町中央 1丁目 13-3 公衆用道路 

 1,042 ㎡ 町有地 

※現在は町道となっておりますが事業着手までに必要に応じて廃

道し一体的な敷地として使用する予定です。 

③川上郡弟子屈町中央 1丁目 13-2 宅地 

 3,906.50 ㎡ 民間所有地 

合計 11,777.09㎡（①＋②＋③） 

※③民間所有地を含めるかは検討中です。 

●詳細は資料３参照 

③土地利用上の制約 ○区域 都市計画区域 

○用途地域 第一種住居地域 

○建ぺい率 60% 

○容積率 200% 

○防火地域等 指定なし 

○地区計画等 指定なし 

※令和３年度に都市計画マスタープランの更新に併せて立地適正

化計画の策定を検討しております。 



④所有者 １３－１、１３－３ 町有地 

１３－２ 民間所有地 

⑤周辺施設等 ○対象地の 100ｍ内には役場や小学校、警察署、バス会社、銀行、 

信用金庫、郵便局、コンビニエンスストア等が集中しており町 

民のアクセス性が高い場所となっています。 

○温浴施設については半径 500m 内には日帰り入浴出来るホテ 

ルが 1件、半径 1 ㎞内には 1 件の公衆浴場（本事業により廃 

止予定）、1件の日帰り入浴の出来る民宿があります。 

●詳細は資料１参照 

⑥対象地周辺の環境 ○対象地は本町の中心市街地に位置する旧営林署跡地の街区で道 

道 53 号釧路鶴居弟子屈線と道道 717号札友内弟子屈停車場 

線に面しています。 

○本施設周辺には中央商店街がありますが近年は老朽化や後継者 

不足によりシャッターを下ろす店舗が増えております。 

○対象地より約 1 ㎞の国道 241 号沿いに道の駅摩周温泉があり 

年間約 30 万人の利用者があります。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

○対象地１３－１には本町が所有する平成 30年度に掘削した温 

泉源があり約 100℃の温泉が出ています。泉質はナトリウム・ 

カルシウムー塩化物泉です。令和４年度以降にバイナリー発電 

（同敷地内約 50㎡）で使用後、２次利用が可能で暖房・温浴 

施設・プール・ロードヒーティング等で活用出来るものと想定 

しております。（約８0℃×100L/min）。※温度・湯量は現時 

点の想定で変わる可能性があります。 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 既存３施設については 

資料「弟子屈町中心市街地再構

築全体構想」を参照 

複合型地域観光交流施設「摩周

温泉（仮）」 

②施設の延床面積 ー 約２，０００㎡ 

③建物の構成（構造、階数） ー 特に指定しない 

④主な施設の内容、導入機

能 
ー 

温浴施設、プール、図書館 

上記３機能をつなぐ一日ゆっ

たりと過ごせるラウンジ 

カフェ、イベントスペース 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

― 

指定管理者又はまちづくり会

社（民間＋行政） 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

― 

 



（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 
― ― 

②規模、能力 等 

― ― 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

― ― 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

― ― 

 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及びWeb 会議（Zoom 予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web 会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

● 位置図（資料１） 

● 敷地図（資料２） 

● 地積図（資料３） 

● 現地写真（資料４） 

● 弟子屈町第５次総合計画（平成２４～令和３年度） 

  については下記 URL にアップしておりますのでご確認ください。 

https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/machizukuriseisakuka 

/1/868.html 

● 弟子屈町中心市街地再構築全体構想（令和元年 3 月 30 日策定） 

   ※人口動態、産業動態、観光動態、既存施設の概要の記載あり。 

本事業に対する町民アンケートの結果（令和元年７月実施） 

  中心市街地再構築全体構想町民会議（令和元年度 全７回）の検討内容や経過 

については下記 URLにアップしておりますのでご確認ください。 

https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/machizukuriseisakuka

/2/2524.html 

● 令和元年度に行った先導的官民連携支援事業（国土交通省）による事業手法調査  

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr1_000072.ht

ml 


